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既設ボックスカルバート

堤外側

堤防

堤内側

樋⾨ゲート

適⽤基準書
⽔⾨・樋⾨ゲート設計要領（案）
ダム・堰施設技術基準（案）

近年、操作員の⾼齢化や後継者不⾜等のため、出⽔時における樋⾨ゲートの迅速・確実な操作が困難となっています。
また、現場においては労働時間の短縮、労働⼒不⾜、維持管理費の低減が⼤きな課題となっていることから、洪⽔時のゲートの⾃
動開閉により⼈為操作が不要かつ、ゲートとPcaボックスカルバートのユニット化（⼀体化）による⼯期短縮・コストダウン・労
働⼒ミニマム、現場管理業務の低減を図り、国⼟強靭化や豪⾬災害に対する防災・減災に寄与することを⽬的として
「ユニット式フラップゲート」を開発しました。



堤外側

既設ボックスカルバート

川表設置例

堤外側



（1.0ｍ×1.5ｍで実施）

（1.0ｍ×1.5ｍで実施）

7ｍ水深時、L型水密ゴムによる止水性能が確保できることを確認　　　　　　　　　　

確認実験



河川からの逆流を⽌⽔

堤内から河川へ排⽔

河川⽔位低下→⾃動開扉

河川⽔位上昇→⾃動閉扉

既設樋⾨対応内空⼨法
1.0ｍ×1.0ｍ〜2.0ｍ×2.0ｍ

常 時 堤内からの内⽔を排⽔

ユニット式フラップゲート

洪⽔時 河川からの逆流を防⽌

河川⽔位上昇→⾃動閉扉

排⽔時 堤内から河川へ排⽔

河川⽔位低下→⾃動開扉

1.0ｍ×1.0ｍ〜2.0ｍ×2.0ｍ
上記以外は別途対応可



お問い合わせ先

本 社

〒882-0812 宮崎県延岡市本⼩路７４

TEL.0982-33-2456 FAX.0982-21-3745

問い合わせ︓https://www.nissinkohgyo.co.jp/qanda/

東京営業所
〒189-0011 東京都東村⼭市恩多町3丁⽬21-4 ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ206

TEL.042‐313‐3800


